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 議員派遣として参加（出席）した研修（会議）の内容（結果）は、 

次のとおりでありました。 
 

期 間  令和４年１０月４日(火) 

場 所  熊本県立劇場コンサートホール 

目 的  令和４年度熊本県町村議会議員研修会 
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１．派遣内容 

1.1 研修の概要 

講師 ： 認定ＮＰＯ法人グリーンバレー理事 大南 信也 氏 

演題 ： 「地方創生とまちづくり」 

 

＜神山町の地域活性化のフェーズ＞ 

・ＮＰＯグリーンバレーの設立 

・ウェブサイト「イン神山」の構築 

 https://www.in-kamiyama.jp/npo-gv/  

・サテライトオフィスの展開 

・ワーク・イン・レジデンス※を活用した商店街再生 

 ※：町の将来にとって必要な働き手や企業者の誘致 

・クリエイティブな人材の集積 

・新たなスモールビジネス(異業種)の展開 

・地方創生総合戦略事業との連携 

・「神山まるごと高専」プロジェクトの創設 

 

 

https://www.in-kamiyama.jp/npo-gv/


1.2 研修のポイント 

◎人に焦点をあてたまちづくり 

◎「クリエイティブ人材」の集積 

＞地方に「高度な職」「創造的な人材」を呼び込む 

＞人が人を呼ぶ 

◎まちづくりの明確なビジョンとミッション 

◎地域内経済循環(人、物、金、職業)による自立的発展 

◎レジデンス⇒多様な人材⇒関係人口⇒変化・進化 

◎地域に「可能性が感じられる状況」をつくる 

◎若者人口の把握 

 ＞一定期間(月単位)で滞在する風の人 ※定住ではない 

＞年少人口÷１５＝１学年の生徒数 

◎ふるさと納税の活用(２４億円) 

 ＞魅力ある町に寄附が集まる 

 

 

２．所感 （※議会・議員として、どう関わるか） 

これまでの一般質問で、神山モデルを参考にしたことがあった。 

本町の場合、「地域内経済循環」が不十分。 

総合戦略において「まちづくり」の未来創造ができていない。 

「クリエイティブ人材」はいるが、行政と民間のあいだで、施策を推進

する仕組みがない。 

 

 本町には、少しの改修で住める空き家はどれだけあるのか？ 

 転入者の年齢構成や職業、住居などの分析はできているのか？ 

 転入した方々の連携や交流はできているのか？ 

 

 これらは、総合戦略の策定当初からの課題。 

今後の一般質問で、「まちづくり」提案を継続していきたい。 

 

  

 

 

 

 

 


